	科目名
	材料学
	英語科目名
	Industrial Material

	開講年度・学期
	平成１８年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	機械工学科１年

	授業形態
	講義
	必修or選択
	必修

	単位数
	２単位
	単位種類
	履修単位（３０時間単位）

	担当教員
	伊澤 悟
	居室（もしくは所属）
	機械科棟１階

	電話
	0285-20-2211
	E-mail
	izawa@oyama-ct.ac.jp

	授業の達成目標

	1． 金属の結晶構造について説明できる。

2． 炭素鋼の状態図と組織について説明できる。

3． 非鉄金属材料の分類と物性について説明できる。

4． 非鉄金属材料の分類と物性にについて説明できる。

5． 非金属材料の分類と物性について説明できる。

	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	試験において６０％以上の成績で評価する。

	評価方法

	評価は下記２項目の加重平均による

1． 定期試験（8０％）

２. 課題・小テストなどの解答内容（2０％）

	授業内容
	授業内容に対する予習項目

	機械に使用される材料全般について諸特性を学ぶ。特に金属材料の基礎的な物性として、結晶構造、純金属と合金、状態図について学習する。最初に鉄鋼材料として炭素鋼について状態図と組織および物性に関して詳しく学ぶ。この後、特殊鋼、鋳鉄、非鉄金属材料（アルミニウム・銅・チタン・マグネシウム合金等）ついて学習する。最後に非鉄金属材料（セラミックス・プラスチックス等）について学ぶことで実用機械材料の基礎的な理解を深める。

金属の結晶構造　　　　　　　　　　　　（５週）

合金と平衡状態図　　　　　　　　　　　（４週）

鉄と鋼　　　　　　　　　　　　　　　　（６週）

特殊・合金鋼　　　　　　　　　　　　　（３週）

非鉄金属材料　　　　　　　　　　　　　（５週）

非金属材料　　　　　　　　　　　　　　（７週）
	

	キーワード
	鉄鋼材料、金属材料、セラミックス、プラスチックス

	教科書
	佐々木雅人著：「機械材料入門」、コロナ社

	参考書
	門間改三著：「大学基礎機械材料」、実教出版

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	（Ａ－１）科学や工学の基本原理や法則を身につける。

（Ｂ－３）技術的課題に広く関心をもち、課題や問題を解決するための全体のプロセスを考察して具現化

（デザイン）することができること。

	JABEE基準１の（１）との関係
	（g）

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	機械工作法

	現学年の関連科目
	材料力学、機械設計法Ⅰ

	次年度以降の関連科目
	材料強度学

	連絡事項

	特になし



	シラバス作成年月日：平成１８年　２月１７日


